
議
第
五
号

徳
島
県
行
政
に
係
る
基
本
計
画
の
策
定
等
を
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
と
し
て
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

右
の
議
案
を
別
紙
の
と
お
り
、
地
方
自
治
法
第
百
十
二
条
及
び
徳
島
県
議
会
会
議
規
則
第
十

四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
八
日
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徳
島
県
行
政
に
係
る
基
本
計
画
の
策
定
等
を
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
と
し
て
定
め
る
条
例

（目
的
）こ

の
条
例
は
、
地
方
自
治
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
九
十
六
条
第
二
項
の
規
定

第

一
条

に
基
づ
き
、
県
行
政
に
係
る
基
本
計
画
の
策
定
等
を
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
と
し
て
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
基
本
計
画
の
立
案
の
段
階
か
ら
議
会
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
、
も
っ
て
実
効
性
の
高
い
基

本
計
画
の
策
定
を
図
る
と
と
も
に
、
県
民
の
視
点
に
立
っ
た
透
明
性
の
高
い
県
行
政
の
推
進
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（定
義
）こ

の
条
例
に
お
い
て

「基
本
計
画
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
計
画
を
い
う
。

第
二
条

一

県
行
政
全
般
に
係
る
政
策
及
び
施
策
の
基
本
的
な
方
向
を
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
定
め
る
計
画

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
県
民
生
活
に
関
係
が
深
く
、
か
つ
、
県
行
政
の
運
営
上
特
に
重
要

と
認
め
ら
れ
る
分
野
に
お
け
る
政
策
及
び
施
策
の
基
本
的
な
方
向
を
定
め
る
計
画

（議
会
の
議
決
等
）

知
事
そ
の
他
の
執
行
機
関

（以
下

「知
事
等
」
と
い
う

）
は
、
基
本
計
画
の
策
定
又
は
変
更

第
三
条

。

（次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
に
限
り
、
そ
の
内
容
が
軽
微
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ

）
。

を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

（変
更
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
変
更
に
係
る
部
分
に

限
る
。)

に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

基
本
計
画
の
推
進
に
係
る
基
本
構
想
に
関
す
る
こ
と
。

二

基
本
計
画
の
計
画
期
間
に
関
す
る
こ
と
。

三

基
本
計
画
の
実
施
に
関
し
必
要
な
政
策
及
び
施
策
の
う
ち
重
要
な
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

２

知
事
等
は
、
基
本
計
画
の
廃
止

（基
本
計
画
の
計
画
期
間
の
満
了
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ

）
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
旨
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。
３

知
事
等
は
、
第

一
項
の
議
決
を
経
て
基
本
計
画
の
策
定
又
は
変
更
を
し
た
と
き
は
当
該
基
本
計
画
を

、
前
項
の
議
決
を
経
て
基
本
計
画
の
廃
止
を
し
た
と
き
は
そ
の
旨
を
、
速
や
か
に
公
表
す
る
も
の
と
す

る
。（立

案
の
過
程
に
お
け
る
報
告
等
）

知
事
等
は
、
基
本
計
画
の
策
定
又
は
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
立
案
の
過
程
に
お

第
四
条

い
て
、
基
本
計
画
の
策
定
の
目
的
又
は
変
更
の
理
由
及
び
そ
の
案
の
概
要
を
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も

に
、
公
表
し
、
県
民
等
の
意
見
が
基
本
計
画
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る

。
２

知
事
等
は
、
基
本
計
画
の
廃
止
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
及
び
廃
止
の
理
由

を
議
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（知
事
等

へ
の
意
見
）

議
会
は
、
県
行
政
の
推
進
の
た
め
に
新
た
に
基
本
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

第
五
条

き
は
、
知
事
等
に
対
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

議
会
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
の
理
由
に
よ
り
、
基
本
計
画
の
変
更
又
は
廃
止
が
必
要
と
認
め

る
と
き
は
、
知
事
等
に
対
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（施
行
期
日
等
）

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



２

こ
の
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
策
定
さ
れ
る
基
本
計
画
に
つ
い
て
適
用
す
る

。
た
だ
し
、
当
該
基
本
計
画
の
う
ち
同
日
以
後
最
初
に
招
集
さ
れ
る
定
例
会
に
お
い
て
第
三
条
第

一
項

の
規
定
に
よ
る
議
決
を
経
よ
う
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
第

一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い

。
（経
過
措
置
）

３

前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
策
定
さ
れ
て
い
る
計
画
の
う
ち
、

い
け
る
よ
！
徳
島

・
行
動
計
画
は
第
二
条
第

一
号
に
掲
げ
る
基
本
計
画
と
、
次
に
掲
げ
る
計
画
は
同
条

第
二
号
に
掲
げ
る
基
本
計
画
と
み
な
し
て
、
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定

（策
定
に
係
る
部
分
を
除
く

）
並
び
に
第
五
条
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

。一

徳
島
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

（第
二
次
）

二

徳
島
県
教
育
振
興
計
画

（徳
島
県
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
）

４

徳
島
県
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
定
め
る
条
例

（昭
和
五
十
四
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
五
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「基
づ
き
」
の
下
に

「、
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
」
を
加
え
る
。

提
案
理
由

地
方
自
治
法
第
九
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
行
政
に
係
る
基
本
計
画
の
策
定
等
を
議
会
の

議
決
す
べ
き
事
件
と
し
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
基
本
計
画
の
立
案
の
段
階
か
ら
議
会
が
積
極
的
な
役
割

を
果
た
し
、
も
っ
て
実
効
性
の
高
い
基
本
計
画
の
策
定
を
図
る
と
と
も
に
、
県
民
の
視
点
に
立
っ
た
透
明

性
の
高
い
県
行
政
の
推
進
に
資
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


